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【研究活動の要約】 

 本研究は、平成25年に包括協定を締結した舞鶴市と本学の連携の一貫として取組まれるに至ったACTR

の継続研究である。 

 ３年目にあたる平成27年度は、昨年度提案した「舞鶴エコミュージアム構想」の実装のために、舞鶴

全体、また舞鶴の外から見た視点を重視し、調査研究を進めた。月１の研究会については、舞鶴の中で

も加佐地区で開催したり、南丹市で開催したり、京都府立大学で開催し、舞鶴以外の視点で議論できる

工夫をした。調査については、ホフマン窯を視察し、東舞鶴以外の視点で赤れんがの現状について確認

した。また、舞鶴の赤れんがの相対的価値を確かめるべく京都市の赤れんが調査も行った。加えて、他

地域の先進事例（国内）も調査した。そして、実践面では、これまでの２年間の研究成果の還元も兼ね、

京都府立大学の学園祭にて「舞鶴揚げ」や舞鶴地産地消赤れんが（QBB：Quick Built Brick）の販売を

行ったり、京都府の文化ベンチャーコンペティションや日本地方（地域）政治学会に応募し、広く社会

にその成果を問う機会も作った。 

 

【具体的経過】 

（平成 27年度実績） 

・６月19日：第１回研究会（舞鶴） 

・７月 18日：第２回研究会（舞鶴） 

・８月 30日：第３回研究会（府大） 

・９月 27日：第４回研究会（舞鶴・加佐） 

       ※ 研究会終了後、ホフマン窯見学 

・10月 17日：第５回研究会（舞鶴） 

・12月 12日：第６回研究会（府大） 

・１月 16日：第７回研究会（南丹市） 

・２月11日：第８回研究会（舞鶴） 

・３月 14日：成果報告会  

 

 

 

 



【研究活動の成果】 

研究成果については、以下のとおり。 

①舞鶴地産地消赤れんが（QBB：Quick Built Brick）については、「京都れんが」に改称し、より普遍

化させることができた。また、2015 年３月末に京都産業・エコエネルギー推進機構の「京都エコスタ

イル」に認定された。また、その販売装置として「赤れんがガチャ」が新たに開発された。 

②赤れんがエコミュージアム構想については、京都市の赤れんが調査を進める中で、舞鶴の赤れんがの 

 価値を相対的に検証するとともに、「舞鶴揚げ」という商品開発に構想が発展し、京都府立大学の学 

 園祭（流木祭）で試験販売（約400本完売）したほか、成果報告会の際に舞鶴の市民にもお披露目（提 

 供）した。 

③本研究会の活動については、KNSin関西、京都文化ベンチャーコンペ（一次選考を通過）、日本地方政 

 治学会・日本地域政治学会などでプレゼンすることで、広く周知・広報することができた。 

 

【研究成果の還元】 

 研究成果の活用については、以下のとおり。 

①QBBを活用した商材については、研究会メンバーのDIY STYLEの商材としてすでに製品化・販売されて

おり、研究会終了後も自走する仕組みが出来ている。 

②赤れんがエコミュージアム構想については、「舞鶴揚げ」のレシピを作成し、報告書に収録するとと 

 もに、広くホームページでも公開している（http://brick.kyoto.jp/activity/activity.html）。 

③本研究会での成果は、京都府の商店街創生センターが支援する商店街創生支援プロジェクト事業（東 

 舞鶴商店街）でも共有（還元）したところ。景観条例も含め、今後は現行の研究会メンバーでのネ 

 ットワークも残しつつ、当該プロジェクトにおいて本研究会での提言の実現を模索する。 

 

【お問い合わせ先】 公共政策学部  職名 ：講師 杉岡 秀紀 

                                Tel: 075-703-5332 E-mail:sugioka@kpu.ac.jp 

参考（イメージ図、活動写真等） 

 

 

 

 

 

 

      

     舞鶴揚げ                   赤れんがガチャ 

 

 

 

 

 

 

日本地方（地域）政治学会での発表         ヒアリング調査の様子（福岡） 

 


